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今年の干支はねずみ。平尾の畑でねずみ
そっくりのサツマイモがとれました。



英
語
の
ド
リ
ー
ム
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
頭
文
字
Ｄ

Ｅ
Ｗ
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
デ
ュ

ー
（
Ｄ
Ｅ
Ｗ
）
は
、
小
さ
な
水
滴

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
水
滴
も
集
ま
れ
ば
大
河
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
町
民
一
人
ひ
と

り
は
小
さ
く
弱
い
け
れ
ど
、
全
町

民
参
加
の
も
と
、
こ
の
振
興
計
画

に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
町

民
の
皆
さ
ん
の
願
い
を
満
た
そ
う

と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
、
九
州
の
町
村
で

は
初
め
て
と
な
る
福
祉
事
務
所
の

業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ス
タ
ッ
フ

も
充
実
し
て
き
め
細
や
か
な
福
祉

行
政
実
現
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
町
民
の
融
和
を
図

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
大

き
な
未
来
へ　

大
き
く
な
っ
た
長

島
か
ら　

大
き
な
造
形
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た「
第

12
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」
は

各
団
体
か
ら
１
０
７
点
の
出
品
が

あ
り
、
旧
長
島
町
の
住
民
に
と
っ

て
は
、
初
め
て
の
制
作
と
な
り
ま

し
た
が
、
初
参
加
と
は
思
え
な
い

見
事
な
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
も
全
国
か
ら
７
万
人

を
超
え
、
正
に
長
島
の
代
名
詞
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
少
子

高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
人
口
減
少

が
続
く
中
、
産
業
振
興
の
基
盤
で

あ
る
道
路
、
港
湾
の
整
備
、
耕
地

の
区
画
整
理
、
か
ん
が
い
用
水
の

整
備
を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
生
活

の
基
盤
で
あ
る
上
下
水
道
の
整

備
、
医
療
福
祉
の
充
実
や
教
育
施

設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
み
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
地
域
は
間

近
と
な
っ
た
九
州
新
幹
線
の
全
線

開
通
を
は
じ
め
と
す
る
３
県
架

橋
、
地
域
高
規
格
道
路
、
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
の
整
備
な
ど
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し

で
あ
り
、
人
と
物
の
交
流
、
産
業

と
観
光
の
融
合
と
い
う
観
点
か
ら

魅
力
的
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　

私
は
、
平
成
20
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
ふ
る
さ
と
長
島
の
将
来
像

と
し
て
描
い
て
い
る
①
夢
を
育

む
ま
ち
②
快
適
で
利
便
性
の
高

い
ま
ち
③
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
④
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

⑤
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
⑥
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
⑦
魅
力
あ
る

人
材
を
生
む
ま
ち
⑧
町
民
が
主
役

の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
フ

ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
の
基
本
方

針
で
あ
り
ま
す
「
夢
と
希
望
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
快
適
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
健
康
で
生
き

が
い
の
も
て
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
自

主
性
、
自
立
性
が
高
く
町
民
が
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
項
目
の

推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
生
活
基
盤
、
産

業
基
盤
で
あ
る
国
道
３
８
９
号
や

各
県
道
の
整
備
促
進
、
町
道
改

良
、
港
湾
・
漁
港
の
整
備
、
農
林

道
の
整
備
お
よ
び
農
地
の
区
画
整

理
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
関
連
事
業
で
は
、
小
浜
海

水
浴
場
施
設
の
大
規
模
改
修
や
長

島
の
玄
関
口
で
あ
る
黒
之
瀬
戸
大

橋
公
園
の
拡
張
と
施
設
整
備
を
進

め
、
本
年
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ

る
21
基
の
風
力
発
電
施
設
や
既
存

の
観
光
施
設
お
よ
び
事
業
者
、
さ

ら
に
は
、
本
町
の
特
性
で
あ
る
農

業
・
漁
業
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
島
内
周
遊
観
光
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
相
談
活
動
を
実
行
す
る

「
と
も
し
び
隊
」
を
結
成
し
、
高

齢
者
宅
に
出
向
い
て
相
談
を
受
け

る
な
ど
、
福
祉
事
務
所
を
拠
点

に
、
迅
速
丁
寧
で
き
め
細
や
か
な

対
応
を
行
い
ま
す
。

　
「
フ
ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
」

推
進
の
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
力
を
結
集
し
た
取
り
組
み
を
誓

い
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
長
島
町

行
政
推
進
に
対
し
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
19
年
は
、新
生「
長

島
町
」
２
年
目
と
な
り
、

合
併
後
の
旧
町
間
の
融
和

と
地
域
お
よ
び
制
度
の
格

差
是
正
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
時
代
に
即

応
し
た
新
た
な
仕
組
み
を

構
築
す
る
た
め
、
中
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
新

生
「
長
島
町
」
の
町
政
運

長島町総合振興計画（フル・デュー・プラン）を推進

営
の
基
本
指
針
と
し

て
「
夢
と
活
力
が
あ

り　

住
民
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
す
る
福

祉
の
町
づ
く
り
」
を

理
念
と
し
た
長
島
町

総
合
振
興
計
画
「
フ

ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ

ン
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
フ
ル
は
満

た
す
、
デ
ュ
ー
は
、

夢
・
活
力
・
福
祉
で
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も

に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
に
よ
り
後
顧
の
憂

い
な
く
公
務
に
精
励
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
原
油
の

高
騰
に
よ
る
諸
物
価
の
上

昇
に
加
え
、
長
引
く
景
気

低
迷
や
少
子
高
齢
化
が
続

き
市
町
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
誠
に
厳
し
い
状
況
に

新春を迎えて

あ
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
長
島

町
に
お
い
て
は
道
路
・
港
湾
・
農

用
地
等
の
基
盤
整
備
は
も
と
よ
り

ソ
フ
ト
面
で
は
、
福
祉
事
務
所
が

開
設
さ
れ
福
祉
の
充
実
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
議
会
の
活
発
化
に
向
け

た
調
査
、
各
種
研
修
事
業
へ
の
参

加
な
ど
議
員
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
、
よ
り
機
能
を
強
化
し
て
町

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全

力
で
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
生
か
し

長
島
町
の
将
来
を
見
据
え
た
地
場

産
業
の
発
展
に
努
め
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
や
商
工
業
も

含
め
た
町
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
な
っ

て
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
、
ま
た

町
執
行
部
と
の
十
分
な
意
思
疎
通

を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
と
町
勢
発
展
に
努
力
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
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平
成
19
年
度
第
４
回
長
島
町
議

会
定
例
会
が
12
月
７
日
か
ら
17
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
蔵
之
元

浜
漉
線
道
路
改
良
工
事
と
獅
子
島

港
改
修
事
業
の
請
負
契
約
変
更
な

ど
17
議
案
を
可
決
。
請
願
１
件
を

採
択
、
人
権
擁
護
委
員
に
城
川
内

の
山
本
定
満
氏
（
58
）
と
平
尾
の

長
山
久
義
氏
（
60
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
１
億
５
１
９
４
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
90
億
７
５
４
３
万
６
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
町
債
１
億
３
７
７
０
万

円
で
す
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
離
島
航
路
３
航
路
の
赤

字
補
て
ん
１
２
７
１
万
円
や
保
育

園
へ
子
ど
も
を
預
け
る
保
護
者
の

保
育
料
負
担
軽
減
の
た
め
の
保
育

園
運
営
費
２
０
０
０
万
円
な
ど
で

す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

民生費
20億2006万2千円

22.3％

公債費
15億6729万5千円

17.3％

土木費
13億9972万9千円

15.4％

総務費
11億8393万8千円

13.0％

農林水産業費
11億7783万7千円

13.0％

教育費
7億3096万2千円

8.1％

その他
9億9561万3千円

11.0％

町税
6億9312万5千円

7.6％

地方交付税
42億9300万円

47.3％

町債
14億8710万円
16.4％

国庫支出金
8億8667万円
9.8％

県支出金
7億2614万9千円
8.0％

繰入金
2億7832万9千円

3.1％

分担金及び負担金
1億7711万5千円

2.0％

繰越金
1億5096万9千円

1.7％

その他
1億3479万8千円

1.5％

その他
2億4818万1千円

2.7％

依存財源
76億4110万円
84.2％

自主財源
14億3433万6千円

15.8％

歳
出
総
額　

90
億
７
５
４
３
万
６
千
円

歳
入
総
額　

90
億
７
５
４
３
万
６
千
円

獅子島３航路の赤字補てんなどに
1億 5194 万円を追加

一般会計予算の総額は 90 億 7543 万 6 千円
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○介護保険特別会計
国県負担金の償還

一般会計への繰出金

《水産商工課》
漁港整備に伴う県営事業負担金

（葛輪漁港・茅屋漁港・薄井漁港・幣串漁港）

《診療所》
鷹巣診療所医療・産業廃棄物処理料

《長生園》
長生園の管理費（光熱水費等）

《農林課》
県単独水源涵養ミニダム整備の負担金

《耕地課》
中山間地域総合農地防災事業に伴う県営事業負担

金（浦底・平尾・蔵之元・東南部）

《建設課》
県道平尾川床線新設改良に伴う県営事業負担金

( 犬鹿倉）

県単砂防事業に伴う県営事業負担金

（池田川・宮ノ浦）

県管理港湾整備に伴う県営事業負担金

（指江港・瀬戸港）

・・・・・・・・・・・28,621

・・・・・・・・・・2,087

・・・・・44,683

・・・・700

・・・・・・1,231

・・・1,940

・・・71,453

・・・・・・・・・・・・・・・2,000

・・・4,100

・・56,044

≪総務課≫
役場電話料・郵便料

訴訟代理委託の契約金

《企画財政課》
住民基本台帳ネットワークのシステム機器更新

起債の償還金

《町民福祉課》
身障者自立支援給付の償還金

《保健衛生課》
北薩広域行政事務組合への負担金

○国民健康保険特別会計
退職被保険者等給付費

老人保健医療費の拠出金

保険財政共同安定化事業への拠出金

療養給付費国庫支出金の精算金

国民健康保険診療施設特別会計への繰出金

○老人保健特別会計
前年度支払基金医療費・事務費の精算金

一般会計への繰出金

・・・・・・・・・・4,200

・・・・・・・・・1,575

・・・・・1,596

・・・・・・・・・・・・・19,993

　・・・・・・1,943

・・・・2,675

・・・・・・・・・52,500

・・・・・・・・61,681

・・146,149

・・・・・36,088

・・・・・1,050

・・・・・1,820

・・・・・・・・・・19,576

主　な　事　業  

企画財政課
離島航路欠損額に対する補助金　12,717 千円
獅子島と本土を結ぶ波戸汽船、山坂汽船、獅子島汽船の赤

字補てん

国際交流事業の補助金　1,000 千円
姉妹盟約している韓国吉祥面からの交流団受け入れ経費

町民福祉課
保育所運営の補助金　20,000 千円
保育園へ子どもを預ける保護者の保育料負担軽減のための

保育園運営費（途中入所児童による増額）

診療所
鷹巣診療所の維持管理費　1,050 千円
鷹巣診療所の薬局および事務室改修

建設課
平尾浜漉線の新設改良工事　15,001 千円
平尾浜漉線の新設改良に伴う工事費および建物移転補償費

↑獅子島島民にとって無くてはならないのが離島航
　路。３航路の欠損額を補助

↑姉妹盟約している韓国吉祥面の交流団を歓迎する
　経費を計上
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普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
18
年
度
は
、
市
町
村
合
併

１
年
目
に
あ
た
り
、
大
変
厳
し
い

財
政
環
境
の
も
と
で
地
域
福
祉
の

充
実
、
住
民
に
身
近
な
社
会
資
本

等
の
整
備
や
自
主
的
、
主
体
的
な

地
域
づ
く
り
な
ど
の
各
種
施
策
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
88
億
４
２
１
１
万
円
、
歳
出
総

額
85
億
１
６
３
８
万
円
、
歳
入
歳

出
差
引
は
３
億
２
５
７
３
万
円
と

な
り
翌
年
度
繰
越
財
源
の
１
０
１

６
万
円
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収

支
は
３
億
１
５
５
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
６
億
３

５
３
９
万
円
、
港
湾
整
備
４
億
４

３
６
６
万
円
、
農
業
農
村
整
備
２

億
２
９
３
４
万
円
、
漁
港
整
備
２

億
４
２
１
万
円
、
災
害
復
旧
２
億

６
０
２
１
万
円
な
ど
投
資
的
経
費

に
21
億
３
９
１
１
万
円
を
投
資
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町

財
政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
町
政
運
営
に

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　町民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくする
ためにいろいろな形で使われています。
　これらがどれくらい納められ、どのように使われているかを知っていただくために、
平成 18 年度の決算を報告します。歳出は、目的別と性質別に分けてお知らせします。

平成 18 年度決算報告

自主財源

　
　
　
　
　
　
　

　

源　　　財
　

　

　
存

　
　

　
依

歳入
88 億

4211 万円

町税
7億1721万8千円

8.1％

分担金及び負担金
2億223万6千円

2.3％
繰入金

1億2621万7千円
1.4％

その他
2億9638万円

3.4％

地方交付税
43億7034万3千円

49.4％

町債
14億5860万円

16.5％

県支出金
7億8063万9千円

8.8％

国庫支出金
5億8323万2千円

6.6％

地方譲与税
1億5741万円

1.8％

その他
1億4983万5千円

1.7％

　 義　
務
　
的
　
経
　
費

　
　　　費経

的
資

投　
　
　
そ
の
他

経
費

歳出
（性質別）
85 億
1637 万
8 千円

人件費
16億2830万4千円

19.1％

公債費
15億6645万5千円

18.4％

扶助費
8億631万1千円

9.5％

投資的経費
21億3910万9千円

25.1％

物件費
8億4818万6千円

10.0％

補助費等
6億4139万8千円

7.5％

繰出金
6億3179万7千円

7.4％

積立金
2億14万3千円

2.4％

その他
5467万5千円

0.6％

自主財源は 15.2％
　歳入では、町税や分担金及び負担金など

の自主財源が 13 億 4205 万 1 千円、地方交

付税や町債などの依存財源が 75 億 0005 万

9 千円です。町の財源には、町税などの自

分たちで収入を得る「自主財源」と、地方

交付税などのように国や県などから交付さ

れる「依存財源」の２種類があります。自

主財源が多いほど、自主性が高いまちづく

りができます。本町の財源に占める割合は

15.2％でした。

88 億 4211 万円
行
政
用
語
の
解
説
１

■
実
質
収
支

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算

額■
投
資
的
経
費

投
資
的
経
費
は
、
生
産
的
経
費
と
も

い
わ
れ
、
こ
れ
に
分
類
で
き
る
性
質

別
経
費
と
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策

事
業
費
が
あ
げ
ら
れ
る
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義務的経費が 47.0％
　歳出では、義務的経費が 47.0％を占めて

います。義務的経費とは、町で働く職員の

人件費や国などからの借金返済額を表す公

債費、児童や高齢者などを支援するための

扶助費などのことです。

行
政
用
語
の
解
説
２

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
負
担
金
・
補
助
金
等

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

　 義　
務
　
的
　
経
　
費

　
　　　費経

的
資

投　
　
　
そ
の
他

経
費

歳出
（性質別）
85 億
1637 万
8 千円

人件費
16億2830万4千円

19.1％

公債費
15億6645万5千円

18.4％

扶助費
8億631万1千円

9.5％

投資的経費
21億3910万9千円

25.1％

物件費
8億4818万6千円

10.0％

補助費等
6億4139万8千円

7.5％

繰出金
6億3179万7千円

7.4％

積立金
2億14万3千円

2.4％

その他
5467万5千円

0.6％

歳出
（目的別）
85 億
1637 万
8 千円

公債費
15億6645万5千円

18.4％

民生費
15億6481万3千円

18.4％

土木費
12億9081万3千円

15.2％

農林水産業費
11億4283万1千円

13.4％

総務費
10億6942万8千円

12.6％

教育費
6億8164万1千円

8.0％

衛生費
4億1330万4千円

4.9％

消防費
3億4153万9千円

4.0％

災害復旧費
2億6020万6千円

3.1％

議会費
1億1076万円

1.3％

その他
7458万8千円

0.9％

85 億 1637 万円 8 千円

３
億
１
５
５
７
万
円
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平
成
20
年
度
の
保
育
所
入
所
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

入
所
申
込
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
も
、
再
度
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
現
在

入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
を
通
し
て
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
）

入
所
対
象
児
童

　

保
育
所
に
入
所
で
き
る
対
象
児

童
は
、
長
島
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
両
親
お
よ
び
同
居
の
家
族
全

員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
０
歳
か

ら
小
学
校
入
学
前
の
児
童
で
す
。

１
、
家
庭
外
労
働

　

居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
る

２
、
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

に
つ
い
て
い
る

３
、
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
る

　
　
（
前
後
２
カ
月
）

４
、
疾
病
・
障
害
等

　

疾
病
等
に
よ
る
入
院
・
通
院
、

受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日
（
月
）
〜

平
成
20
年
１
月
31
日
（
水
）

※
募
集
期
間
を
過
ぎ
て
申
し
込
み

を
し
た
場
合
、
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
各
保
育
所
の
保
育
士
数
、
入
所

定
員
等
の
関
係
で
入
所
で
き
な
い

場
合
や
第
１
希
望
以
外
の
保
育
所

へ
の
入
所
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

入
所
定
員

川
床
保
育
園
45
人
・
ま
こ
と
保

育
園
60
人
・
東
保
育
園
90
人
・
平

尾
保
育
園
60
人
・
本
浦
保
育
園
45

人
・
指
江
保
育
園
45
人
・
伊
唐
保

育
園
30
人

※
そ
の
他
町
外
の
保
育
所
に
つ
い

て
も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
書
類

１
、
保
育
所
入
所
申
込
書

２
、
家
庭
状
況
の
申
立
書

３
、
誓
約
書

４
、
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
も
の

　

就
労
証
明
書
（
就
労
者
）

　

母
子
手
帳
（
出
産
前
後
）

　

診
断
書
（
疾
病
・
介
護
等
）

５
、
保
育
料
算
定
に
必
要
な
書
類

　
　
（
両
親
分
が
必
要
）

①
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
の
写
し

②
平
成
19
年
度
町
民
税
課
税
証
明

書
（
平
成
19
年
１
月
１
日
、
長
島

町
外
に
居
住
し
た
方
）

※
児
童
が
祖
父
母
等
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
場
合
は
祖
父
母
等
の

①
、
②
も
必
要

申
込
書
配
布
場
所
お
よ
び
提
出
先

町
民
福
祉
課
・
総
合
管
理
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
１
７

階層区分 定　　　　　義
国基準額 長島町基準額

3歳未満 3歳以上 3歳未満 3歳以上
第 1階層 生活保護世帯 0 0 0 0

第 2階層 第 1、第 4～ 7階層を除き、前年度分の
町民税額が次の区分に該当する世帯

町民税非課税世帯 9,000 6,000 4,950 3,300

第 3 階層 町民税課税世帯 19,500 16,500 10,720 9,070

第 4 階層

第 1階層を除き、前年分の所得税課税世
帯であって、その税額が次の区分に該当
する世帯

40,000 円未満 30,000 27,000 16,500 14,850

第 5 階層
40,000 円以上

44,500 41,500 20,480 18,830
80,000 円未満

第 6階層
80,000 円以上

44,500 41,500 24,470 22,820
103,000 円未満

第 7階層
103,000 円以上

61,000 58,000 29,010 27,360
200,000 円未満

第 8階層
200,000 円以上

61,000 58,000 33,550 31,900
403,000 円未満

第 9階層 403,000 円以上 80,000 77,000 44,000 42,350

平成 20 年度保育料の基準額

※国基準額と長島町基準額の差額については、町が補助することにより、　保護者負担の軽減を図っています。

国の保育料基準額の改正などにより、平成 20 年４月分からの保育料が次のとおり改正されます。

ま
た
は
障
害
を
有
し
て
い
る

５
、
親
族
等
の
介
護

　

長
期
に
わ
た
る
病
気
・
障
害
等

で
そ
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る

６
、
災
害
等

　

火
災
や
そ
の
他
災
害
の
復
旧
に

当
た
っ
て
い
る

７
、
そ
の
他

　

そ
の
他
町
長
が
保
育
に
欠
け
る

と
認
め
た
と
き

※
集
団
生
活
を
身
に
つ
け
る
、
他

の
子
に
手
が
か
か
る
等
は
、
入
所

申
請
の
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
育
所
へ
の
入
所
児
童
を
募
集

平
成
20
年
度
の
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長
島
町
農
業
委
員
会

先
進
地
研
修
報
告

長
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
品

目
横
断
的
経
営
対
策
等
の
農
政
の

大
改
革
と
高
齢
化
が
進
む
長
島
農

業
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
べ
き
か
の
課
題
を
持
っ
て
、
広

島
県
東
広
島
市
河
内
町
「
農
業

法
人
組
合
お
だ
」
を
視
察
研
修
し

た
。

　

視
察
地
は
、
日
本
農
業
の
縮
図

と
も
い
え
る
農
業
後
継
者
の
不
足

と
高
齢
化
、
経
営
規
模
の
零
細
等

で
過
疎
化
が
進
み
耕
作
放
棄
地
の

増
大
が
心
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
地
域
の
農
業

を
守
る
た
め
、
県
の
農
業
会
議
所

退
職
者
ら
有
志
が
中
心
と
な
り
、

農
業
法
人
組
合
を
設
立
し
た
。
こ

の
農
業
法
人
組
合
は
、
祖
先
伝
来

の
農
地
を
守
り
集
落
を
崩
壊
さ

せ
ず
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
と

13
集
落
を
一
法
人
と
し
て
設
立
し

た
。
設
立
ま
で
に
は
、
集
落
懇

談
会
を
40
回
、
発
起
人
会
設
立
後

は
、
９
カ
月
間
に
50
回
の
話
し
合

い
と
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果

１
２
８
戸
が
参
加
し
、
法
人
経
営

面
積
は
82
㌶
と
な
っ
た
。
中
で
も

農
業
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
結
果
、
５
年
後
に
農
業

を
辞
め
る
と
い
う
の
が
42
％
、
10

年
後
に
辞
め
る
と
い
う
の
が
64
％

の
結
果
が
出
て
驚
い
た
。
設
立
後

の
状
況
は
、
農
業
生
産
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
作
付
の
団
地

化
、
省
力
化
お
よ
び
コ
ス
ト
低
減

を
図
り
、
組
合
員
の
共
同
の
利
益

を
増
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

た
。
法
人
経
営
も
順
調
で
、
組
合

員
に
も
そ
れ
な
り
の
配
当
が
あ
り

喜
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
農
地
を
組
合
に
預
け
、
余
っ

た
労
力
は
農
産
物
等
の
加
工
工
場

や
特
産
品
販
売
所
等
を
開
設
し
従

業
員
と
し
て
雇
い
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
た
。

集
落
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
農
地
の
効
率
的
利
用
で
農
地
を

守
れ
る
②
機
械
利
用
の
効
率
化
と

コ
ス
ト
減
③
す
べ
て
の
農
業
施
策

の
活
用
が
た
や
す
く
で
き
る
④
女

性
と
高
齢
者
が
重
労
働
か
ら
開
放

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
効
果
が
大
変

大
き
く
勉
強
に
な
っ
た
。
補
助
金

の
活
用
、
各
種
新
事
業
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
姿
勢
も
限
界
集
落

な
の
に
逆
に
元
気
が
あ
る
と
感
心

さ
せ
ら
れ
た
。

　

長
島
町
の
農
業
を
考
え
る
と

き
、
地
形
的
な
問
題
、
地
目
の
問

題
、
多
種
・
多
様
な
作
目
の
問
題
、

水
田
等
で
は
水
利
の
問
題
、
畑
地

で
は
基
盤
整
備
の
遅
れ
等
々
、
法

人
化
す
る
た
め
に
は
色
々
な
諸
問

題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
こ
れ

ら
の
問
題
解
決
に
向
け
た
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

将
来
的
に
は
、
過
疎
・
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
・
集
落
崩
壊
の
危
機

も
想
定
し
て
、
知
恵
と
行
動
で
農

業
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
夢
の
持

て
る
農
業
、
食
べ
て
い
け
る
農
業

経
営
の
推
進
に
農
業
委
員
と
し
て

努
力
し
た
い
。

加
工
流
通
班
長　

田
淵　

健

　

近
年
、
団
塊
世
代
の
リ
タ
イ

ヤ
に
よ
る
新
規
高
齢
者
が
増
大

し
、
10
年
後
の
高
齢
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
、
高
齢
化
率
も
予
想
を
は
る

か
に
上
回
り
高
齢
化
社
会
の
到

来
も
早
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
も
平
成

17
年
に
は
過
去
最
低
の
少
子
化

率
１
・
26
で
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
本
町
に
お
い
て
も

当
然
の
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
も
平

成
18
年
４
月
に
福
祉
事
務
所
を

開
設
、
ま
た
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
伴
っ
て
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
対
応
に
い
ち
早
く
取
り
組

ま
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
協
議
会
は
高
齢
者

等
に
対
し
ま
し
て
安
否
確
認
や

声
か
け
運
動
等
の
支
援
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

さ
ら
に
行
政
等
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
地
域
の
社
会
的

課
題
の
具
体
的
な
行
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
方
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

終
わ
り
に
平
成
20
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
く
平

穏
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長　

垂
門　

和
志

就任のあいさつ

『農業法人組合おだ』を訪ねて

先進地の説明に耳を傾ける農業委員
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町
長
動
静　

12
月

１
日　
〝
め
ぐ
り
愛
〞
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
長
島
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

３
日　

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
表
彰
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

入
札
会
（
長
島
町
役
場
）

５
日　

北
薩
法
人
会
長
島
支
部
設
立
総
会
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

７
‐
17
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

９
日　

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

11
日　

長
島
町
消
防
団
幹
部
会
（
長
島
町
消
防
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

平
成
20
年
度
予
算
編
成
説
明
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

景
観
協
定
団
体
認
定
証
授
与
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　

入
札
会
（
長
島
町
役
場
）

15
日　

染
川
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

18
日　

県
土
地
改
良
連
合
会
理
事
会
・
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

町
長
相
談
（
役
場
指
江
庁
舎
）

　
　
　

子
宝
お
祝
い
金
交
付
式
（
役
場
指
江
庁
舎
）

19
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　

浦
底
千
秋
氏
叙
勲
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

20
‐
22
日　

離
島
振
興
関
係
国
家
予
算
獲
得
運
動
（
東
京
都
）

25
日　

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク
）

26
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　

第
１
回
県
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

27
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
全
員
協
議
会
（
出
水
市
）

　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

28
日　

仕
事
納
め
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

29
日　

年
末
年
始
特
別
警
戒
激
励
（
町
内
）

平
成
20
年
度
町
県
民
税
の
申
告

　

今
年
も
町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
19
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で
の

年
間
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
収
入
や
経
費
を

証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
方
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

１ 

印
鑑

２ 

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払

証
明
書
、
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

※
大
工
、
左
官
業
な
ど
で
給
与
（
賃

金
）
の
支
払
証
明
書
の
な
い
方
は
仕

事
に
出
た
日
数
と
金
額
が
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

収
入
お
よ
び
必
要
経
費
を
証
明

す
る
書
類

※
出
荷
（
水
揚
げ
）
証
明
書
等
と
必

要
経
費
の
領
収
書
、
償
却
資
産
の
証

明
書
等

４　

医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の

証
明
書

５　

身
体
障
害
者
手
帳
等

（
注
）
畜
産
業
で
肉
用
牛
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
別
途
申
告
日
程
表
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
各
公
民
館
で
の

申
告
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課　

町
県
民
税
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
２
３

申告・各種説明会の日程
日　　　　　　時 場　　　所 対象地域

青色決算説明会 　1月 24 日 ( 木）　午前 10 時～ 長島町商工会館 長　島　町

年金所得者説明会 　1月 29 日 ( 火）　午前 10 時～　午後１時 30 分～　の 2回 長島町開発総合センター 長　島　町

確定申告 　2月 18 日（月）～ 3月 17 日 ( 月） 出水税務署 全　市　町

確定申告受付
　2月 21 日 ( 木）～ 28 日 ( 木）
　昨年同様に対象地区ごとに受付
　( 後日一覧表を配布します）

長島町開発総合センター 旧　東　町

確定申告受付 　2月 21 日 ( 木）～ 28 日 ( 木） 指江庁舎大会議室 旧 長 島 町

住民税申告 　2月 1日 ( 金）～ 2月 14 日 ( 木 )
　（後日一覧表を配布します） 各公民館 長　島　町

町
県
民
税
の
申
告
は

平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　

２
月
14
日
（
木
）
ま
で

必
要
書
類
は
事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

ながしま 10広報



町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ

水
野  

敬
也  

著

　　サルビア
蓮  著　　

ダメダメな僕の目の前に、突然現れた “ガネーシャ”。「自分、
成功したいんやろ？」なぜか関西弁で話す、とてつもなく胡
散臭い神様の教えは「靴をみがく」とか「コンビニで募金す
る」とか地味なものばかり。こんなんで僕は成功できるの！？
過去の偉人の成功例から導き出される、誰にでも一日単位で
できる超実践的な成功習慣を小説に織り込んだ、世界初の成
功エンタテイメント。

大
阪
・
ミ
ナ
ミ
で
出
会
っ
た
朝
日
と
エ
リ
は
、あ
る
出
来
事
を
き
っ

か
け
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。し
か
し
、楽
し
い
日
々

は
、
朝
日
が
一
人
の
男
性
に
恋
し
た
こ
と
で
崩
れ
は
じ
め
る
。
エ

リ
に
は
朝
日
に
話
せ
な
い
大
き
な
秘
密
が
…
。
二
人
を
結
ぶ
運
命

の
糸
が
、
驚
き
の
結
末
へ
と
か
ら
み
合
う
。 

日
を
浴
び
し
木
々
の
雫
も
年
新
た　
　
　
　

平
山　

風
鳥

新
年
の
島
を
揺
る
が
す
風
車
群　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

宿
題
は
大
人
に
も
あ
り
年
の
暮　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

枇
杷
の
花
浦
に
代
々
漁
家
農
家　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

大
根
引
く
島
の
畑
は
夕
茜　
　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

病
室
の
出
入
り
音
無
き
枇
杷
の
花　
　
　
　

平
山　

勝
子

今
一
度
新
た
な
年
の
力
瘤　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

夫
機
嫌
鼻
歌
聞
こ
ゆ
冬
至
の
湯　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

登
り
来
て
真
白
き
風
車
の
羽
根
長
し

　
　
　

わ
だ
か
ま
る
我
の
心
濯す

す

ぎ
ぬ　
　
　

米
尾　

和
子

ひ
と
気
な
き
閉
校
な
り
し
高
校
の

　
　
　

芝
生
の
露
に
冬
日
眩
し
く　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

薄
き
陽
の
差
し
込
む
部
屋
に
憩
ひ
居
て

　
　
　

小
鳥
の
囀さ

へ
ず

り
聞
き
て
和
み
ぬ　
　
　

浜
田
美
代
子

散
り
際
の
花
弁
反
ら
せ
て
黄
に
盛
る

　
　
　

石つ

わ蕗
の
咲
く
道
歩
み
て
足た

れ
り　
　

浜
田　

松
枝

紅
葉
に
映
ゑ
て
流
る
る
曽
木
の
滝

　
　
　

飛
沫
浴
び
つ
つ
夫つ

ま

と
眺
む
る　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

嵐
や
み
空
に
続
々
渡
り
来
る

　
　
　

鶴
の
鳴
き
声
哀
し
み
の
ご
と
く　
　

本
田　

幸
子

松
の
木
の
根
方
に
植
へ
し
千
両
は

　
　
　

旱ひ
で
り

を
生
き
ぬ
き
紅
き
実
を
着
く　
　

町
田
キ
ク
エ

あ
ふ
れ
咲
く
赤
紫
の
シ
ク
ラ
メ
ン

　
　
　

時
に
華
や
ぐ
玄
関
先
で　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

こ
ぼ
れ
萩
み
だ
る
る
坂
を
上
り
来
て

　
　
　

な
ぞ
り
し
亡と

も友
の
歌
碑
の
温
も
り　

吉
田　

映
子

仏
壇
の
夫つ

ま

の
笑
顔
に
語
り
ゐ
て

　
　
　

暗
き
部
屋
よ
り
茶ち

ゃ
と
う湯

を
さ
げ
る　
　

井
上　

幸
子

「
だ
っ
こ
し
て
」
と
吾
の
腕か

い
な

に
眠
り
ゐ
る

　
　
　

姉
と
な
り
た
る
曾ひ

ま

ご孫
愛
ほ
し　
　
　

岩
下　

ち
江

裸
木
に
残
る
柘ざ

く

ろ榴
の
五
つ
六
つ

　
　
　

冬
の
日
差
し
に
く
っ
き
り
と
見
ゆ　

岩
下　

房
代

日
の
入
れ
ば
憩
ふ
形
に
し
づ
ま
り
て

　
　
　

百さ

る

す

べ

り

日
紅
咲
く
心
開
く
ま
で　
　
　
　

岩
冨
八
代
子

野
牡
丹
は
命
た
た
み
て
土
に
落
つ

　
　
　

は
か
な
き
ま
で
に
紫
映
ゑ
て　
　
　

樫
平　

頼
子

短
歌

お
正
月
月
日
の
立
は
早
も
の

　
　
　

年
は
い
や
か
な
仕
方
な
い
か
な　
　

町
田　

末
則

時
に
訪
ふ
ヘ
ル
パ
ア
帰
る
わ
が
宿
に

　
　
　

霰あ
ら
れ

ふ
る
な
り
声
切
り
の
丘　
　
　
　

鶯
出　

成
人

七
郎
の
山
懐ふ

と
こ
ろの

道
の
辺
に

　
　
　

息
子
の
眠
る
碑

い
し
ぶ
み

は
立
つ　
　
　
　
　

喜
久　
　

力

俳
句

柚ゆ

ず

ゆ

子
湯
よ
り
母は

は

こ子
の
会
話
届
き
お
り　
　
　

川
添　

行
秋

母
の
日
や
も
の
言
え
ぬ
母
の
手
を
に
ぎ
る　

海　
　

静
海
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長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化

事
業
・
劇
団
四
季
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
法
を
す
て
た

マ
ジ
ョ
リ
ン
」
が
公
演
さ
れ
ま

す
。

期
日

　

平
成
20
年
２
月
３
日
（
日
）

時
間

　

開
場　

午
後
６
時

　

開
演　

午
後
６
時
30
分

会
場　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料

　

指
定
Ｓ
席　

４
、０
０
０
円

　

自
由
席　

　

一
般　

３
、０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

２
、０
０
０
円

　

※
当
日
券
は
５
０
０
円
上
が
り

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
２

　

第
２
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日

　

平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
）

コ
ー
ス

　

１
・
５
㌔
（
幼
児
か
ら
一
般
）

　
　

10
時
10
分
ス
タ
ー
ト

　

３
㌔
（
小
学
３
年
か
ら
一
般
）

　
　

10
時
40
分
ス
タ
ー
ト

　

10
㌔
（
高
校
生
か
ら
一
般
）

　
　

10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

参
加
料

　

高
校
生
以
下　

１
、０
０
０
円

　

一
般　

２
、０
０
０
円

申
込
締
切

　

平
成
20
年
１
月
31
日
（
木
）

受
付　

長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
２

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う

　

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
記
録
に
つ
い
て
、
名
寄
せ

作
業
を
開
始
し
、
基
礎
年
金
番
号

の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ

る
記
録
が
出
て
き
た
方
に
、「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
し
ま

す
。 

ご
自
身
の
記
入
も
れ
が
な
い

か
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂

正
が
な
い
場
合
に
は
同
封
の
「
確

認
は
が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場

合
に
は
「
年
金
加
入
記
録
照
会

票
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
お
届
け
で
き
ま
せ

ん
。
住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご
自

身
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
手
続
先
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

役
場
の
窓
口

厚
生
年
金
加
入
者
お
よ
び
国
民
年

金
第
３
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
勤
め
先
の

　

社
会
保
険
担
当
者

ね
ん
き
ん
受
給
者

　

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ね
ん
き
ん
特
別
便
を
送
付

市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
医
療
に
つ
い
て
み
ん
な
で

語
ろ
う
会
」

　

阿
久
根
市
民
病
院
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
「
い
ま
の
医

療
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
」
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
設
け
、
率
直
な

意
見
交
換
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
声
こ
そ
が
、

今
後
の
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
作

り
上
げ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

　

平
成
20
年
２
月
２
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会
場　

阿
久
根
市
市
民
会
館

入
場
料　

無
料

話
題
提
供

　

阿
久
根
市
民
病
院
田
辺
元
院
長

討
論
者

　

地
域
住
民
代
表
、
か
か
り
つ
け

　

医
代
表
、
阿
久
根
市
民
病
院
代

　

表
、
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
民
病
院　

企
画
室

℡
０
９
９
６
‐
７
３
‐
１
３
３
１

医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う
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INFORMATION
　

出
水
地
域
直
売
所
で
は
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
内
に
直
売
所
で
５
０
０
円

以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
、
ス
タ

ン
プ
台
紙
を
１
枚
配
布
し
ま
す
。

参
加
直
売
所
を
回
り
、
全
て
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
素
敵
な
景
品
が
当
た
り
ま

す
。

開
催
期
間

　

平
成
20
年
１
月
19
日
（
土
）
〜

　

平
成
20
年
３
月
２
日
（
日
）

参
加
直
売
所

　

長
島
町　

　
　

道
の
駅
長
島

　
　

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷

　

阿
久
根
市

　
　

道
の
駅
阿
久
根

　
　

い
き
い
き
館

　
　

う
ず
し
お
館

　

出
水
市

　
　

特
産
館
い
ず
み

　
　

野
田
郷
む
ら
お
こ
し
屋

　
　

ふ
れ
あ
い
館

　
　

つ
く
し
の
里

　
　

山
ん
神

　
　

よ
り
道
い
ず
み

←
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷

←
道
の
駅
長
島

ぐ
る
り
北
薩
う
ん
ま
か
ど
ぉ
〜
！

　

町
で
は
、
環
境
保
全
お
よ
び
土

壌
汚
染
防
止
の
た
め
、
ご
家
庭
で

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
農
薬
等
を

次
の
と
お
り
回
収
し
ま
す
。

　

町
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
不
要
な
農
薬
類

を
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　

平
成
20
年
１
月
29
日
（
火
）

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場

　
（
鷹
巣
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

長
島
バ
レ
イ
シ
ョ
選
果
場

　
（
城
川
内
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

持
参
す
る
も
の

　

委
任
状
・
処
理
料
金

注
意
事
項

　

農
薬
は
、
必
ず
容
器
ご
と
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
登
録
農
薬
や
処
理
に
困
っ
て

　

い
る
特
殊
な
農
薬
等
も
回
収
し

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
４
１

廃
残
農
薬
な
ど
を
回
収

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
で

は
、
確
定
申
告
に
関
す
る
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
期

　

平
成
20
年
２
月
４
日
（
月
）
〜

　

平
成
20
年
２
月
22
日
（
金
）

場
所　

会
員
事
務
所

相
談
内
容

　

個
人
の
所
得
税
・
消
費
税
に
関

　

す
る
相
談

報
酬

　

無
料
（
申
告
書
作
成
は
有
料
）

　

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校
で

は
、
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
も
准
看
護
師
の
資
格
を
取
り
ま

せ
ん
か
。

願
書
受
付

　

平
成
20
年
１
月
21
日
（
月
）
〜

　

平
成
20
年
１
月
30
日
（
水
）

試
験
日

　

平
成
20
年
２
月
２
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
３
３
３
５

確
定
申
告
無
料
相
談

准
看
護
学
生
の
募
集

会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時

　

平
成
20
年
２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜

対
象

　

１
年
以
内
に
切
れ
る
免
許
証

　

失
効
し
て
い
る
免
許
証

※
で
き
る
だ
け
予
約
を

問
い
合
わ
せ
先

入
枝
海
事
事
務
所

℡
０
９
９
‐
２
８
１
‐
７
７
５
３

　

出
水
養
護
学
校
で
は
「
い
ず
よ

う
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
40
分
〜

場
所　

県
立
出
水
養
護
学
校

内
容

　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示

　

生
徒
の
作
っ
た
製
品
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
立
出
水
養
護
学
校

℡
０
９
９
６
‐
６
３
‐
３
４
０
０

小
型
船
舶
免
許
講
習

「
い
ず
よ
う
祭
り
」
開
催

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
４
２
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まちの話題

ァイトあふれるプレーで賑わうフ 染川杯争奪中学生サッカー大会

組のカップル誕生
ウェディング長島

１チームが熱戦を繰り広げる３ ポテトカップ争奪少年サッカー大会

　第 11 回染川杯争奪中学生サッカー大会（浜田重則
大会会長）は 12 月 15 日・16 日の 2日間、川床コミ
ュニティ運動場と城川内運動場で 18 チームが参加し
て開催されました。
大会は両日とも好天に恵まれ、中学生のファイト

あふれるプレーで終日賑わいました。結果は攻守の切
り替えに勝った川内ゴールＦＣが優勝しました。
　今大会には、本町からＦＣ長島が出場。上位進出こ
そなりませんでしたが、健闘を見せる選手たちに応援
席から大きな声援が送られていました。

　“めぐり愛” ウェディング長島が 12 月１日
と２日の２日間、サンセット長島をメイン会
場に開催されました。
　本町の大きな課題である過疎化、高齢化、
後継者不足。この解決策の１つとして開催さ
れたのがウェディング長島です。
　町内の独身男性 34 人と町外の独身女性 40
人が参加したこのイベントでは、クルージン
グや町内観光、バーベキューなどを楽しみな
がら、独身男女の出会いを模索しました。
　初の試みではありましたが、イベントの最
後に行われたカップル投票では、９組のカッ
プルが生れました。この出会いが今後実り、
成婚者の誕生が期待されます。

　長島町サッカー協会（江口輝文会長）が主管する
第 13 回長島ポテトカップ争奪少年サッカー大会は 12
月 22 日・23 日の２日間、川床コミュニティ運動場で
31 チームが参加して開催されました。
　今大会には、本町から平尾・川床・鷹巣の連合チー
ム長島ＦＣ（登尾公徳監督）が出場。長島ＦＣは予選
リーグを突破し、決勝トーナメントへ進出しました。
決勝トーナメントでも強豪相手に互角の戦いを見せま
したが、惜しくもベスト８で敗れました。

↑盛り上がったバーベキューパーティー

↓強烈なシュートがゴールを襲う

↑ボールを追って駆けまわる選手たち

９
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

生きしてくださいね
平尾保育園が長生園を慰問

上げは活動資金として有効活用
濵畑さんがぽんぽこ村にしめ縄を寄贈

業、福祉、健康を一体化産 長島フェスタ開催

長

↑藤之元の青年と子ど
もたちがひょっとこ踊
りを披露

←血圧や体脂肪測定な
ど、健康チェックを無
料で実施

　養護老人ホーム長生園を 12 月７日、平尾保育園の
園児たちが慰問し、入所者たちとふれあいました。
　園児たちは、あでやかな衣装を身にまとい、舞踊や
ダンスを披露。入所者とジャンケンをしたり、歌を歌っ
たりして楽しいひと時を過ごしました。
　小さな子どもたちを前にして、入所者たちは笑顔を
絶やすことはありませんでした。

　12 月９日に開催された長島フェスタのＮＰＯ法人
長島福祉作業所ぽんぽこ村のバザーに、広野の濵畑正
登さん（78）がしめ縄を寄贈されました。
　濵畑さんが手づくりしたしめ縄は、他の作品と一緒
に販売され完売。売上金は同法人の活動資金として、
有効に活用されます。

　12 月９日、産業・福祉・健康まつり「長
島フェスタ」が長島町総合町民体育館周辺で
ありました。この催しは産業と福祉、健康の
分野が一体となって盛大に開催されました。
　体育館駐車場には、新鮮な野菜や魚介類な
どの出店が軒を連ね、体育館内には福祉用品
の出展・展示、品評会に出品された特産品の
展示などのほか、健康チェックコーナーも設
けられ、朝から大勢の親子連れなどが来場し
ました。
　メインステージでは、和太鼓や竹太鼓、舞
踊などが賑やかに行われ、来場者を楽しませ
ていました。祭りの最後にはお楽しみ抽選会
もあり、大型液晶テレビや芝刈り機などが当
たると、客席から歓声が上がっていました。

↓ジャンケンを楽しむ園児と入所者

↑ぽんぽこ村の店先につるされ販売されたしめ縄

売
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まちの話題

域の輪を広げたい地 文部科学大臣奨励賞を受賞

港が 1年で最も活気づく
養殖ブリの出荷最盛期

イタケの成長を２年間観察シ 森林の体験支援活動

　文部科学大臣奨励賞を受賞された城小っ子育成支援
隊（川上勇隊長）が 12 月４日、指江庁舎町長室を訪
れ町長に受賞の報告をしました。
　同隊は、発足当初から十数年にわたって地域に根付
いた取組を行ってきました。この功績が学校教育の安
全・安心な実施に貢献する優れたものであることが認
められました。
　川上隊長は「学校は地域のシンボルという思いで地
域ぐるみの取組ができた。これからも地域の輪を広げ
ていきたい」と話していました。

　年の瀬を迎えた 12 月下旬、本町の養殖ブ
リの出荷が最盛期を迎えました。
　早朝から薄井漁港にはズラリと漁船が横付
けされ、陸揚げされたブリが次々と箱に詰め
られ、大型トラックに積み込まれました。
　荷積み終えたトラックはすぐさま漁港を後
にして、関東や関西、北陸など全国各地へ旅
立ち、日本中の食卓へ本町のブリが届けられ
ました。
　今年は餌や石油の高騰で苦しい経営状況に
立たされている漁業者ですが、この時期ばか
りは勇ましい声を張り上げ、活気に満ちあふ
れていました。

　城川内小学校は 11 月 25 日、全校児童と保護者を
対象に、森林の体験支援活動を実施しました。
　同日は、県や鹿児島いずみ森林組合などの職員を講
師に招き、体育館で森林の大切さについてのビデオ鑑
賞や講習会を開き、運動場でシイタケの駒打ちを体験
しました。
　駒打ち体験では、一人１本のクヌギに 15 カ所ずつ
ドリルで穴をあけ、駒を打ち込みました。シイタケが
実際になりはじめるのは約２年後ということで、児童
たちは自宅で観察を続けるそうです。

↑全国の食卓へ届けられるブリ

↓受賞を喜ぶ川上隊長（左から２番目）と学校関係者

↑駒の打ち方を学ぶ参加者

漁
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

学校でも一緒に学ぼうね
川床小・田尻小が交流学習

６㌔の長丁場に挑む３ 川床中長島一周強歩大会

校合同で環境問題学ぶ２ 新エネルギー教室

中

↑一人ずつ風車の羽根
を作成。バランスのよ
い羽根がよく回る

←ダムダムダンがクイ
ズ形式で環境問題の勉
強会を開催

　川床小学校で 12 月７日、同校と田尻小学校の交流
学習があり、各学年ごとに国語や算数、体育などの授
業を合同で行いました。
　６年生の４校時には、川床中学校の生徒も加わって
英語を学習。英語カルタで単語を学び、多くの人と英
語で自己紹介の会話を交わしました。
　この学習は、同じ中学校に進学する２校の児童が
ふれあいを深めることにより、中学校生活を円滑に
スタートさせることができるようにするのがねらいで
す。

　38 回目を数える川床中学校の伝統行事、長島一周
強歩大会が 12 月２日に行われ、全生徒や保護者、地
域住民、小学生ら 107 人が参加しました。
　参加者は、起伏の激しい 36 ㌔の長丁場にマイペー
スで挑み、沿道からは温かい声援が送られました。
　順位が競われるこの大会。３年の永田平亮君が 3時
間 31 分０８秒で１位となりました。

　12 月５日、平尾小学校で新エネルギー教
室があり、同校４・５年生 27 人と城川内小
学校５・６年生 34 人が参加しました。
　この教室は、資源エネルギー庁が主催して
いるもので、エネルギー問題や地球温暖化問
題など地球的規模の環境問題から導き出され
る新エネルギーの重要性について理解を深め
ることを目的にしています。
　同日は、ダムダムダンと名乗る漫才風コン
ビが講師となり、勉強会やビデオ鑑賞、ワー
クショップが行われました。
　児童たちが 10 のグループに分かれて実施
されたワークショップでは、児童一人ひとり
が風車の羽根を作成して、小型風車に取り付
け発電を体験。グループ間で発電量を競い、
羽根の形の重要性を学びました。
　平尾小４年の樫谷あやめさんは「楽しんで
エネルギーの勉強ができました」と笑顔をの
ぞかせていました。

↓英語で自己紹介しあって交流を深める児童・生徒たち

↑走ったり歩いたり、それぞれのペースで長島を一周
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 わ

がま
ちの景

観
づ
く

り

　

長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団
体

の
認
定
証
授
与
式
が
12
月
14
日
、
役

場
町
長
室
で
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
今
回
景
観
協
定
団
体
に

認
定
さ
れ
た
３
団
体
の
代
表
者
に
、

川
添
健
町
長
か
ら
認
定
証
と
認
定
看

板
が
授
与
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
景
観

づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
団
体
が
増

え
、
町
内
に
心
癒
さ
れ
る
、
き
れ
い

な
花
壇
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

認
定
団
体

第
１
号　

有
限
会
社 

福
山
建
設

　
　
　
　
　

代
表　

福
山
義
弘

第
２
号　

伊
唐
あ
す
な
ろ
会

　
　
　
　
　

代
表　

丸
橋
唯
義

第
３
号　

杉
本
酒
造 

合
資
会
社

　
　
　
　
　

代
表　

杉
本
健
勇

植
栽
し
た
水
仙
す
く
す
く
と

　

長
島
町
景
観
づ
く
り
事
業
の
一
環

と
し
て
、
各
自
治
公
民
館
や
各
種
団

体
等
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
花
で

あ
る
水
仙
の
球
根
約
３
万
個
を
昨
年

７
月
に
町
内
の
国
道
・
県
道
沿
い
に

植
栽
し
ま
し
た
。
こ
の
水
仙
が
順
調

に
育
ち
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
昨
年
末

か
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
花
を
つ
け
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
後
も
住
民
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

長
島
一
周
を
水
仙
で
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

景
観
に
関
す
る
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

役
場
事
業
推
進
課　

景
観
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１ 

内
線
１
２
６
６

景観協定団体へ認定書と看板授与

　
「
誰
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
世

代
を
超
え
て
」「
好
き
な
レ
ベ
ル

で
」「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
」

楽
し
め
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
す
。

　

本
町
で
は
、
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
平
成

18
年
度
か
ら
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
て
準
備

委
員
会
を
設
置
し
て
協
議
し
、
平

成
19
年
度
中
の
設
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
陸
上
教

室
や
空
手
教
室
の
実
施
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
促
進
と

世
代
間
交
流
等
を
目
的
と
し
て
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
３

楽しめるスポーツクラブ設立目指して

↑昨年、山門野に植えられた水仙

↑町長から代表者へ認定書と看板が
授与される

←陸上教室

→ミニバレーボー
　ル大会 →空手教室

←グラウンドゴル
　フ大会
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初詣
　平成 20 年もよい年にな

るよう一年の健康と繁栄を

願い初詣に出かけた方も多

いことでしょう。

　元日の天気はあいにくの

曇りで、初日の出は見るこ

とはできませんでしたが、

行人岳山頂には、早朝から

たくさんの車が押し寄せ、

駐車場に停めきれないほど

の参拝客で賑わいました。

　初詣は、年が明けてから

初めて神社にお参りをし、

昨年への感謝とこれから迎

える一年の無事と平安を祈

るために行うものです。

　元旦に正装で出かける

人、大晦日の晩から出かけ

て日付が変わると同時にお

参りする人など習慣はさま

ざまです。

　感謝の気持ちを祈りに込

めてお参りすれば、きっと

運も開けるはず。新しい年

に素敵なことがありますよ

うに―。 ↑行人岳山頂へ参拝に訪れ、鐘をつく親子


